
2002-2003年度                                          平成１４年７月１日 

クラブ会長 各位                RI会長主催アジア会議 副委員長 田中 作次 

 

 拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素はロータリー活動におい

て格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 新年度の開始に当たり ”慈愛の種を播

きましょう”という崇高なＲＩ会長テーマの下に貴クラブの年度活動目標達成を目指して

スタートされたことと存じます。既に任命されているクラブ役員そして各委員会委員長を

はじめ会員の皆様のご協力を得て強固なクラブ運営と会長の前向きなリーダーシップに

よって今年度の貴クラブの目標が達成されますよう心よりお祈り申し上げます。 

 
さて、この度ビチャイ・ラタクル今年度RI会長より８月９日から１１日までマレーシアの

クアラルンプールで開催されるRI会長主催会議の副委員長を引き受けるよう要請されまし

た。つきましてはまず最初にビチャイ・ラタクル会長から会長主催会議への強い参加要請が

あり、日本から出きるだけ多くの皆様がこの会議に積極的に参加し、ロータリーの感動を味

わって頂けるよう依頼されました。日程については決して私達に適しているとは言えません。

国際大会のすぐ後であること、日本では丁度お盆の季節と重なること、ロータリー年度が始

まったばかりであること、広報の期間が短いことなど、条件が難しい状況であることは主催

者側も十分理解されています。     

  

 しかし久しぶりにアジアから待望のRI会長が選ばれました。今年度はこの会議が世界で３

回開催される予定ですので、まず第一回目を会長の出身国であるタイの近くで会長主催会議

を開催したいと考えるのも理解できます。そしてこの最初のクアラルンプールでの会長主催

会議の成功が一年間の正否を方向づける重要な鍵となり、最も力を注がなければならない会

議と言えます。そのためには世界第二のロータリー国である日本の絶大な協力を欠くことは

できません。                       

 

 １月末に開催された国際協議会で１週間の研修を受けられた現ガバナーはビチャイ・ラタ

クル今年度会長の基調講演を通してそのお人柄と筋の通ったロータリー哲学について大変

な感激を受けて帰国されました。ガバナーの公式訪問を通じて皆様も間もなくRI会長の考え

方を詳しく拝聴し、夢と勇気とビジョンを持ってクラブ運営に当たることができるものと存

じます。  

 

 私達はその人の運命やご縁によってよりよい人生を歩むことが出来ます。たまたま今年度

ビチャイ・ラタクルRI会長年度にクラブ会長になられたのも何かのご縁と思います。この恵

まれたご縁を大切にし、会長として一生に一回しかないこの機会を是非生かして頂きたいの

です。会議への参加こそ最大の奉仕です。先週私はビチャイ氏と３回お会いし再度日本から

の多くの参加者を要請されました。また板橋敏雄理事、菅生浩三理事からも今回は是非参加

のご検討願いたいと皆様に願っています。会長はじめ参加可能性のある会員・ご家族に直接

依頼しガバナー事務所にご連絡をお願い致します。                   敬具 



国際ロータリー会長主催アジア会議のご案内 

（クアラルンプール・マレーシア） 

文責：RI会長主催アジア会議副委員長 田中作次 

   2002-03年度RI会長ホームページその他より 

 

○日時：2002年8月9日から11日 

 8月9日16時 開会式  11日12時45分 閉会 

○場所：ルネッサンス・クアラルンプール・ホテル 

○テーマ：平和と紛争解決 、国際問題研究のためのロータリ・センタープログラム、プ

ロジェクト見本市、ロータリー財団とポリオの最新情報 

○基調講演演題：「紛争の解決」（Conflict Resolution） 

基調講演者 

 1. Surin Pitsuwan 博士（タイ国MPおよび前外務大臣） 

「紛争の解決について」 

 2. Tengku Ahmad Rithauddeen 元マレーシア外務大臣 

「紛争の解決成功例」 

  3. Martin Griffith 博士（スイスジュネーブ、Henri デュナン人道主義対話センター

長） 

○講演者 

ビチャイ・ラタクルRI会長 

ラジェンドラ・サブー元RI会長（1991-92年度）、アジア会議議長 

グレン・キンロス元RI会長（1997-98年度）、RI財団管理委員長 

カパラス元RI会長（1986-87年度） 

クレム・レヌフ元RI会長（1978-79年度） 

○討論 

1. 世界はフレンドリーな近隣になることが出来るか。 

2. アジア、太平洋地域のボランティア活動の目的は健康と貧困問題と戦争疲弊改善にチ

ャレンジすること。 

3. 識字向上 

○特別企画 

第１～４回の本会議には日本語の同時通訳があります。 

 

 



○登録料 

1人当り（ロータリアンと家族も）110USドル 

会議中の食事とティーブレイクを含む（9日夕食、10日昼食と夕食） 

○ホテル案内 

ルネッサンスホテル：朝食付き一日約76USドル 

ニューワールドホテル：朝食付き一日約55ドルUSドル 

パークプラザホテル：朝食付き一日45ドルUSドル 

○観光プログラム 

配偶者とゲストのために準備しています。 

最新の情報はwww.rotary.org/meetings/conferences/kuala.html 

またはwww.d3300.rotary.com.my でご覧になってください。 

 

※ 当２６４０地区では、日通旅行さんの方でプランを立てております。ご参加の方々に

は是非別紙プランをご利用頂きたく、よろしくお願い致します。 

http://www.rotary.org/meetings/conferences/kuala.html
http://www.d3300.rotary.com.my/


国際ロータリー会長主催アジア会議参加 

≪クアラルンプール・ランカウイ6日間≫ 
 日程表 
 月日 都市発着 現地時刻 交通機関 予    定（食事／宿泊地） 

１ 
８月 
７日 
（水） 

 
関 西 空 港 発 
 
ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ着 
 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ発 
ランカウイ着 

 
12：00 
 
17：40 
 
20：00 
20：55 

 
ＭＨ053 
 
 
 
ＭＨ1465 

 
空路、マレーシアのｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ乗り継ぎで 
リゾート島ランカウイへ 
 
 
着後、ホテルへ。 

（ランカウイ泊／機） 

２ 
８日 
（木） 

 
 

ラ ン カ ウ イ 

   
午前、美しい南海の島々をご満喫いただくため 
コーラル号でパヤ島観光へご案内します。 
夕方、ホテルへ帰ります。 

（ランカウイ泊／朝・昼） 

３ 
９日 
（金） 

ランカウイ発 
ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ着 

 
 
08：30 
09：25 

 
 
 

航 空 機 
 

 

午前：航空機にてクアラルンプールへ 
着後、市内見学 
昼食は、海鮮のマレーシア料理をお召し上がり 
下さい。 
午後：大会参加（16：00 ～ 17：45） 
夕食は、マレーシア舞踊を見ながらバイキング料理 

（ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ泊／朝・昼・夕） 

４ 
１０日 
（土） 

ｸ ｱ ﾗ ﾙ ﾝ ﾌ ﾟ ｰ ﾙ 

  
 
 
 
 

 

 
終日：自由行動 
ご希望に応じてお楽しみ下さい。 
 ①マラッカ日帰り観光 
 ②ゴルフ 

（ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ泊／朝） 

５ 
１１日 
（日） 

 
 
 
 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ発 
 

 
 
 
 
23：45 
 

 
 
 
 
ＭＨ052 

 
出発まで自由行動 
※お部屋は，１８時までご使用頂けます。 
夕食は、市内レストランにて 
終了後、空港へ 
空路、帰国の途へ      （機中泊／朝・夕） 

６ 
１２日 
（月） 

 
関 西 空 港 着 
 

 
07：05 

  
着後、入国・通関手続きをすませて解散。 
 

この日程表は平成１４年７月４日を基準としておりますので発着時間などが変更される場合があります。 
 
利用予定航空会社： マレーシア航空 
利用予定ホテル ： クアラルンプール／リージェント クラス    
          ランカウイ   ／デラックス  クラス 
           
食 事：朝４回 昼２回 夕２回 
 

 

旅行代金  １４８，０００円（エコノミー） 



◆旅行参加申込書◆ 

 

  ２００２年８月７日出発  

◇ツアー名：クアラルンプール・ランカウイ６日間 

                   

  ﾌﾘｶﾞﾅ   性 別  婚  姻  ﾌﾘｶﾞﾅ    

 
 氏  名 
 

 
 
 

  男 
  ・ 
  女 

  未婚 
   ･ 
  既婚 

 
 旧姓 
 

  
   記入不要 
  

  出生地       
 生年月日 
 
 

 
 
  １９     年   月   日 
 

 
 記入不用 
     

  
    
 

 〒□□□－□□□□        ℡    - (   )- 

  

 
 （ﾌﾘｶﾞﾅ） 
 
 現 住 所 
 
 

  
   
  
  

  ℡    - (   )- 

                    
 名  称               役職： 

 
  職 業 
 (勤務先) 
 
 

 所在地 
  

                  ℡    -(    )- 

 
 氏名 

 本人と 
の関係 
  
  

 
 

 
  連絡先 
（留守宅） 
 
 

 住所 
  

             
 ◇下記希望事項の□の中に∨印を記入願います。 

   
 
 旅券について 
 
 

 
  □旅券を取ったことがない 
  □旅券を取ったが期限が切れた 
  □現在有効な旅券をもっている 
 

  旅券番号         
  
  発行年月日 １９  年  月  日 
  

  ※任意の旅行傷害保険について 
    □希望する  □希望しない 

 
 保険 

 

 
 その他 

 
   □同室希望者 （     ）       □一人部屋希望 （追加料金必要） 
 

【お問合せ先・お申込み先】 

        日本通運株式会社 和歌山旅行支店 旅行課 

            〒640-8323 和歌山市太田４２２－１(ＯＥビル４階) 

            電話： ０７３－４７２－８６００ 

            ＦＡＸ：０７３－４７５－５４３５ 担当：藤田、伊藤 

 


